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【工事の様子】 【会議室】

建物内装

【建物外観】

執務室の様子

相談室の様子（改装途中）

ユニバーサルデザイン対応のトイレ

【
改
修
工
事
に
着
手
し
た
経
緯
】

　
岡
山
県
中
小
企
業
会
館
は
、
今
年
で
築
55
年
に

な
る
、
当
会
や
岡
山
県
商
工
会
連
合
会
な
ど
、
中

小
企
業
支
援
に
取
り
組
む
機
関
が
入
居
し
て
い
る

施
設
で
す
。
中
央
会
の
入
居
す
る
２
階
だ
け
で
は

な
く
、
他
団
体
と
の
共
用
部
分
に
つ
い
て
も
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
近
年
で
は
岡
山
県
に
お
い
て

も
多
く
の
自
然
災
害
の
発
生
が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
地
震
等
の
発
生
に
備
え
る
た
め
、
耐
震

工
事
及
び
内
装
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
取
り
組

む
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

【
今
回
改
修
さ
れ
る
内
容
】

　
従
来
の
設
備
で
は
、
お
手
洗
い
や
駐
車
場
等
、

お
客
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
面
も
あ
っ
た

た
め
、
こ
の
度
は
耐
震
の
補
強
の
み
に
限
ら
ず
、

会
館
内
部
の
大
規
模
な
改
修
工
事
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

　
劣
化
の
著
し
い
外
壁
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
も
改

修
し
、
外
か
ら
見
た
と
き
に
入
り
や
す
い
印
象
を

与
え
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
執
務
室
内
の
そ
の
他

設
備
に
つ
い
て
も
予
防
保
全
の
観
点
か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
し

た
。
会
館
入
口
付
近
に
は
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
、

一
部
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
を
図
っ
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用

し
て
頂
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
客
様
と
話
を
す
る
相
談
ス
ペ
ー
ス
も

従
来
以
上
に
拡
張
し
、
個
室
仕
様
に
す
る
こ
と
で

お
客
様
と
快
適
な
環
境
で
相
談
を
行
え
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

【
最
後
に
】

　
会
館
内
の
一
部
箇
所
に
つ
い
て
は
現
在
も
工
事

中
で
あ
り
、
２
月
末
に
は
全
て
の
工
事
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。
当
会
に
お
越
し
に
な
ら
れ
る
皆
様

に
は
引
き
続
き
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
皆

様
が
よ
り
ご
利
用
し
や
す
く
、
お
立
ち
寄
り
し
や

す
い
施
設
、
ひ
い
て
は
ご
相
談
の
し
や
す
い
団
体

に
な
れ
る
よ
う
今
後
も
努
め
て
参
り
ま
す
。
組
合

運
営
や
設
立
に
限
ら
ず
、
お
悩
み
や
ご
相
談
の
あ

る
方
は
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
県
中
央
会
　
事
務
局
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　「
中
央
会
お
か
や
ま
」
は
本
号
を
も
っ
て
創
刊
7
0
0
号
を
迎
え
ま
し
た
。
中
央
会
お
か
や
ま
の
表
紙

は
10
年
ほ
ど
前
よ
り
、
県
内
経
営
者
や
組
合
の
取
り
組
み
に
焦
点
を
当
て
た
、
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る

『
リ
ー
ダ
ー
ズ
「
i
」』
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
7
0
0
号
に
あ
た
っ
て
は
、
い
つ
も
と
大
き
く

趣
向
を
変
え
て
、
現
在
岡
山
県
中
央
会
が
入
居
し
て
い
る
中
小
企
業
会
館
の
改
装
工
事
に
着
手
し
た
経
緯

や
現
在
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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全
国
の
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
販
路
開
拓
支
援

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト・ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー

２
０
２
０
岡
山
ブ
ー
ス
概
要

　
昨
年
８
月
に
、
岡
山
県
は
流
通
科
学

大
学
と
の
間
に「
就
職
支
援
に
関
す
る

協
定
」を
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
協
定
で

は
、
学
生
に
対
す
る
岡
山
県
内
企
業
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提
供
、
学
内
で

の
就
職
相
談
会
の
開
催
な
ど
、
学
生
の

岡
山
県
へ
の
U
・
I
タ
ー
ン
就
職
の
促

進
と
支
援
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
岡
山
県
中
央
会
で

は
県
か
ら
委
託
を
受
け
去
る
1
月
15
日

に「
岡
山
県
優
良
企
業
と
の
業
界
研
究

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
岡
山
県
に
本
社
を
置
く
企

業
2
社
の
人
事
担
当
者
に
加
え
、
岡
山

県
庁
と
岡
山
県
警
察
本
部
の
4
業
界
に

つ
い
て
、
企
業
の
概
要
や
業
務
内
容
、
特

徴
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
生
も
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
の

25
名
が
参
加
し
、
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
、
自
分
が
興
味
を
持
っ
た
企
業
・
官

公
庁
の
ブ
ー
ス
へ
。
よ
り
具
体
的
な
仕

事
内
容
や
会
社
の
魅
力
、
仕
事
へ
の
取

り
組
み
方
や
心
得
を
は
じ
め
、
今
の
会

社
を
選
ん
だ
理
由
、
就
活
の
際
に
気
を

つ
け
る
こ
と
や
面
接
で
大
事
な
こ
と
な

ど
、
ど
の
ブ
ー
ス
で
も
学
生
が
積
極
的

に
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
岡
山
県
へ

の
U
・
I
タ
ー
ン
就
職
な
ど
、
今
後
の
進

路
を
考
え
る
う
え
で
、
学
生
に
と
っ
て
、

良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
今
後
も
岡
山
県

と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
通
じ
岡
山
の

魅
力
あ
る
企
業
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
企
業

人
材
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
板
谷
）

「
就
職
支
援
協
定
」を
結
ん
だ
岡
山
県
が
、

今
年
度
初
と
な
る〝
出
張
就
職
支
援
〞を
実
施

　
第
78
回
山
陽
新
聞

賞
贈
呈
式
が
先
月
８

日
に
岡
山
市
内
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
陽
新
聞
賞
は

文
化
、
社
会
、
教
育
、

学
術
、
産
業
な
ど
の

分
野
で
、
地
域
社
会

に
貢
献
し
た
個
人
、

団
体
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
晝
田
会
長
、

利
守
理
事
は
産
業
功

労
の
分
野
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
晝
田
会
長
は
自
社
を
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
と
し
て
海
外
に
も
多
く
の
拠

点
を
持
つ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
育
て
る
と

と
も
に
、
協
同
組
合
ウ
イ
ン
グ
バ
レ
イ
の

理
事
長
と
し
て
地
域
経
済
の
大
き
な
柱

で
あ
る
自
動
車
産
業
を
リ
ー
ド
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
平
成
28
年
６
月
に
岡
山
県
中

央
会
会
長
に
就
任
後
、
全
国
中
央
会
の
総

合
専
門
委
員
長
や
国
の
中
小
企
業
政
策

審
議
会
小
規
模
企
業
基
本
政
策
小
委
員

会
の
委
員
を
歴
任
し
、
国
等
に
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
声
を
届
け
、
も
の

づ
く
り
補
助
金
制
度
の
継
続
な
ど
地
域

経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
利
守
理
事
は
岡
山
発
祥
の
酒
米

と
し
て
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
雄
町
米
の
復
活
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
24
年
か
ら
岡
山
県
酒
造
協

同
組
合
の
理
事
長
と
し
て
岡
山
県
中
央
会

の
理
事
を
務
め
ら
れ
、
今
や
中
央
会
の
柱

と
な
っ
た
食
品
産
業
の
育
成
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
お
二
人
の
受
賞
は
こ
う
し
た
業

績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
専
務
理
事
　
黒
住
）

岡
山
県
中
央
会
晝
田
眞
三
会
長

岡
山
県
中
央
会
利
守
忠
義
理
事
が

山
陽
新
聞
賞
を
受
賞

　
去
る
１
月
9
日（
木
）、
A
N
A
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
、
岡
山
県
中
央
会

（
晝
田
眞
三
会
長
）・
岡
山
中
金
会（
湯
浅

信
夫
会
長
）の
共
催
に
よ
る
令
和
2
年
新

年
祝
賀
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
懇
親
会
に
は
、
岡
山
県
下
の
商
工

団
体
及
び
関
係
者
な
ど
約
1
5
0
名
が

参
加
。
開
会
に
先
立
ち
、
昨
年
11
月
に
逝

去
さ
れ
た
岡
山
県
中
央
会
前
会
長
の
故

武
田
修
一
氏
に
黙
祷
を
捧
げ
、
同
氏
の
ご

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
黙
祷
の
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
岡
山

県
中
央
会
の
晝
田
会
長
か
ら「
地
域
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
生
産
性
向

上
、
人
材
確
保
、
働
き
方
改
革
、
事
業
承

継
な
ど
多
く
の
喫
緊
の
経
営
課
題
に
直

面
す
る
中
で
、

も
の
づ
く
り
企

業
を
は
じ
め
と

し
た
新
し
い
連

携
組
織
の
構
築
、

女
性
活
躍
社
会

の
創
出
な
ど
、

新
し
い
施
策
に

繋
が
る
取
り
組

み
を
一
層
強
化

し
て
ゆ
く
」と
挨

拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
、
伊
原
木
岡
山
県
知
事
を
は

じ
め
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
激
励
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
乾
杯
の
発
声
後
は
、
参
加
者
が
相
互
に

名
刺
を
交
換
さ
れ
、
最
近
の
経
済
情
勢
の

ほ
か
、
人
材
確
保
の
問
題
や
事
業
承
継
等

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
な
ど
、
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
8
月
に
発
足
し
た
、

「
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
」の

P
R
タ
イ
ム
の
ほ
か
、
女
性
中
央
会
へ
の

連
携
支
援
を
行
っ
て
い
る
商
工
中
金
岡
山

支
店
の
染
谷
支
店
長
に
よ
る
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
紹
介
が
あ
る
な
ど
盛
大
な
懇
親

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
　
岡
﨑
）

令
和
２
年
新
年
祝
賀
懇
親
会
開
催
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全
国
の
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
販
路
開
拓
支
援

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト・ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー

２
０
２
０
岡
山
ブ
ー
ス
概
要

　
昨
年
８
月
に
、
岡
山
県
は
流
通
科
学

大
学
と
の
間
に「
就
職
支
援
に
関
す
る

協
定
」を
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
協
定
で

は
、
学
生
に
対
す
る
岡
山
県
内
企
業
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提
供
、
学
内
で

の
就
職
相
談
会
の
開
催
な
ど
、
学
生
の

岡
山
県
へ
の
U
・
I
タ
ー
ン
就
職
の
促

進
と
支
援
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
岡
山
県
中
央
会
で

は
県
か
ら
委
託
を
受
け
去
る
1
月
15
日

に「
岡
山
県
優
良
企
業
と
の
業
界
研
究

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
岡
山
県
に
本
社
を
置
く
企

業
2
社
の
人
事
担
当
者
に
加
え
、
岡
山

県
庁
と
岡
山
県
警
察
本
部
の
4
業
界
に

つ
い
て
、
企
業
の
概
要
や
業
務
内
容
、
特

徴
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
生
も
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
の

25
名
が
参
加
し
、
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
、
自
分
が
興
味
を
持
っ
た
企
業
・
官

公
庁
の
ブ
ー
ス
へ
。
よ
り
具
体
的
な
仕

事
内
容
や
会
社
の
魅
力
、
仕
事
へ
の
取

り
組
み
方
や
心
得
を
は
じ
め
、
今
の
会

社
を
選
ん
だ
理
由
、
就
活
の
際
に
気
を

つ
け
る
こ
と
や
面
接
で
大
事
な
こ
と
な

ど
、
ど
の
ブ
ー
ス
で
も
学
生
が
積
極
的

に
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
岡
山
県
へ

の
U
・
I
タ
ー
ン
就
職
な
ど
、
今
後
の
進

路
を
考
え
る
う
え
で
、
学
生
に
と
っ
て
、

良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
今
後
も
岡
山
県

と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
通
じ
岡
山
の

魅
力
あ
る
企
業
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
企
業

人
材
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
板
谷
）

「
就
職
支
援
協
定
」を
結
ん
だ
岡
山
県
が
、

今
年
度
初
と
な
る〝
出
張
就
職
支
援
〞を
実
施

　
第
78
回
山
陽
新
聞

賞
贈
呈
式
が
先
月
８

日
に
岡
山
市
内
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
陽
新
聞
賞
は

文
化
、
社
会
、
教
育
、

学
術
、
産
業
な
ど
の

分
野
で
、
地
域
社
会

に
貢
献
し
た
個
人
、

団
体
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
晝
田
会
長
、

利
守
理
事
は
産
業
功

労
の
分
野
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
晝
田
会
長
は
自
社
を
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
と
し
て
海
外
に
も
多
く
の
拠

点
を
持
つ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
育
て
る
と

と
も
に
、
協
同
組
合
ウ
イ
ン
グ
バ
レ
イ
の

理
事
長
と
し
て
地
域
経
済
の
大
き
な
柱

で
あ
る
自
動
車
産
業
を
リ
ー
ド
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
平
成
28
年
６
月
に
岡
山
県
中

央
会
会
長
に
就
任
後
、
全
国
中
央
会
の
総

合
専
門
委
員
長
や
国
の
中
小
企
業
政
策

審
議
会
小
規
模
企
業
基
本
政
策
小
委
員

会
の
委
員
を
歴
任
し
、
国
等
に
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
声
を
届
け
、
も
の

づ
く
り
補
助
金
制
度
の
継
続
な
ど
地
域

経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
利
守
理
事
は
岡
山
発
祥
の
酒
米

と
し
て
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
雄
町
米
の
復
活
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
24
年
か
ら
岡
山
県
酒
造
協

同
組
合
の
理
事
長
と
し
て
岡
山
県
中
央
会

の
理
事
を
務
め
ら
れ
、
今
や
中
央
会
の
柱

と
な
っ
た
食
品
産
業
の
育
成
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
お
二
人
の
受
賞
は
こ
う
し
た
業

績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
専
務
理
事
　
黒
住
）

岡
山
県
中
央
会
晝
田
眞
三
会
長

岡
山
県
中
央
会
利
守
忠
義
理
事
が

山
陽
新
聞
賞
を
受
賞

　
去
る
１
月
9
日（
木
）、
A
N
A
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
、
岡
山
県
中
央
会

（
晝
田
眞
三
会
長
）・
岡
山
中
金
会（
湯
浅

信
夫
会
長
）の
共
催
に
よ
る
令
和
2
年
新

年
祝
賀
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
懇
親
会
に
は
、
岡
山
県
下
の
商
工

団
体
及
び
関
係
者
な
ど
約
1
5
0
名
が

参
加
。
開
会
に
先
立
ち
、
昨
年
11
月
に
逝

去
さ
れ
た
岡
山
県
中
央
会
前
会
長
の
故

武
田
修
一
氏
に
黙
祷
を
捧
げ
、
同
氏
の
ご

冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
黙
祷
の
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
岡
山

県
中
央
会
の
晝
田
会
長
か
ら「
地
域
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
生
産
性
向

上
、
人
材
確
保
、
働
き
方
改
革
、
事
業
承

継
な
ど
多
く
の
喫
緊
の
経
営
課
題
に
直

面
す
る
中
で
、

も
の
づ
く
り
企

業
を
は
じ
め
と

し
た
新
し
い
連

携
組
織
の
構
築
、

女
性
活
躍
社
会

の
創
出
な
ど
、

新
し
い
施
策
に

繋
が
る
取
り
組

み
を
一
層
強
化

し
て
ゆ
く
」と
挨

拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
、
伊
原
木
岡
山
県
知
事
を
は

じ
め
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
激
励
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
乾
杯
の
発
声
後
は
、
参
加
者
が
相
互
に

名
刺
を
交
換
さ
れ
、
最
近
の
経
済
情
勢
の

ほ
か
、
人
材
確
保
の
問
題
や
事
業
承
継
等

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
な
ど
、
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
8
月
に
発
足
し
た
、

「
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
」の

P
R
タ
イ
ム
の
ほ
か
、
女
性
中
央
会
へ
の

連
携
支
援
を
行
っ
て
い
る
商
工
中
金
岡
山

支
店
の
染
谷
支
店
長
に
よ
る
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
紹
介
が
あ
る
な
ど
盛
大
な
懇
親

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
　
岡
﨑
）

令
和
２
年
新
年
祝
賀
懇
親
会
開
催
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　（
一
社
）岡
山
県
浄
化
槽
団
体
協
議
会

は
、
浄
化
槽
に
関
係
す
る
県
内
の
５
団

体
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
浄
化
槽

に
関
す
る
知
識
の
普
及
や
技
術
の
向
上

を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
岡

山
県
内
の
組
合
で
は
、
岡
山
県
浄
化
槽

施
工
協
同
組
合
及
び
岡
山
県
環
境
整
備

事
業
協
同
組
合
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
当
協
議
会
は
、
去
る
12
月
18
日（
水
）

に
岡
山
県
庁
に
て
、
岡
山
県
と
災
害
時

に
お
け
る
浄
化
槽
の
点
検
等
の
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の

協
定
は
、
暴
風
、
豪
雨
、
洪
水
等
の
大
規

模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
速
や

か
に
被
害
状
況
の
把
握
や
緊
急
点
検
等

に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
危
機
管
理
の
意
識

を
地
域
全
体
で
連
携
し
て
持
ち
、
被
災

し
た
エ
リ
ア
に
対
し
て
の
応
援
を
即
時

に
行
え
る
よ
う
な
連
絡
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
と
し
て
は
、
浄

化
槽
の
簡
易
的
な
復
旧
作
業
や
、
被
害
状

況
調
査
の
実
施
及
び
集
計
、
浄
化
槽
に
関

す
る
住
民
相
談
の
実
施
等
、
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
7
月
の
西
日
本
豪
雨
で

は
、
倉
敷
市
の
真
備
町
が
甚
大
な
浸
水
被

害
に
見
舞
わ
れ
、
県
内
で
6
5
0
0
基
余

り
の
浄
化
槽
が
被
災
し
ま
し
た
。
今
後
は

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
お
い
て
も
、

よ
り
一
層
迅
速
な
復
興
や
機
能
回
復
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
調
印
式
に
は
当
協
議
会
会
長
の
八
田

富
夫
氏
や
岡
山
県
庁
か
ら
は
佐
藤
兼
郎

副
知
事
が
出
席
さ
れ
、
協
定
書
の
調
印
の

後
に
は
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八

田
会
長
は「
非
常
時
の
連
絡
や
、
日
頃
か

ら
の
連
絡
体
制
を
密
に
し
、
少
し
で
も
貢

献
で
き
れ
ば
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　  （
組
織
支
援
一
課
　
長
木
）

岡
山
県
と
災
害
時
に
お
け
る
浄
化
槽
の

点
検
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

（一社
）岡
山
県
浄
化
槽
団
体
協
議
会

〔
現
在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〕

　
組
合
の
事
務
局
員
と
し
て
経
理
及
び
組

合
事
業
の
事
務
処
理
に
取
り
組
み
、
約
20

年
に
な
り
ま
す
。
組
合
で
は
主
に
塗
料
や

セ
ラ
ミ
ッ
ク
タ
ブ
等
の
４
品
目
の
消
耗
品

に
つ
い
て
共
同
購
買
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
事
務
局
で
は
事
業
の
予
算
管
理
や
事

業
後
の
経
理
処
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
の
鉄
構
工
業
組
合
が
各

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
集
ま
り
実
施
さ
れ
て
い

る
支
部
会
に
参
加
し
、
業
界
の
最
新
の
取

り
組
み
や
各
種
情
報
を
確
認
し
、
組
合
員

の
皆
様
に
対
し
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
が
年
々
減
少
す

る
こ
と
に
よ
る
事
業
の
赤

字
を
経
験
し
た
り
、
全
国

鐵
構
工
業
協
会
の
実
施
す

る
国
土
交
通
大
臣
認
定
取

得
の
た
め
の
申
請
書
の
作

成
補
助
や
現
地
へ
の
訪
問

等
、
大
変
な
こ
と
や
苦
労

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
組
合
員
の
皆
様
や
、

同
僚
局
員
と
う
ま
く
協
力
し
な
が
ら
日
々

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〔
今
後
に
つ
い
て
〕

　
今
年
度
は
組
合
で
Ｈ
Ｐ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
も
取
り
組
ん
だ
た
め
、
今
後
は
組
合

事
業
の
Ｐ
Ｒ
や
、
会
員
企
業
の
増
加
、
事

業
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
事
務
局
の
2
人
で
協
力
し
あ
い
な
が

ら
、
組
合
員
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ

う
、
定
年
ま
で
頑
張
っ
て
勤
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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0
1
9
年
11
月
26
日
に
行
わ
れ
た「
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
施
行
70
周

年
及
び
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
施
行
60
周
年
記
念
式
典
」に

お
い
て
、
当
会
の
会
員
組
合
よ
り
、
組
合
専
従
優
良
職
員
と
し
て
３
名
の
方

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
の
事
務
局
と
し
て
普
段
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
や
、
心
が
け
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

組
合
専
従

優
良
職
員

に
訊
く

リニューアルしたＨＰ

表彰状

　
　

　
去
る
1
月
22
日（
水
）、
岡
山
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
に
組
合
青
年
部
員
等
約
50

名
が
集
結
し
、
令
和
岡
山
県
中
小
企

業
団
体
青
年
中
央
会
新
年
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
元
・
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ

発
行
人
兼
編
集
長
で
あ
る
、
商
品

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
北
村
　
森
氏
を

講
師
に
招
聘
し
、「
今
そ
こ
に
あ
る
宝

を
活
か
す
〜
地
方
発
ヒ
ッ
ト
商
品
の

作
り
方
〜
」と
題
し
た
ご
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。
地
方
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品

に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
成

功
の
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
か
、
ヒ
ッ

ト
商
品
を
生
み
出
し
た
経
営
者
達
が

ど
う
い
っ
た
考
え
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
た
の
か
、
豊
富
な
事
例
を
交

え
て
お
話
頂
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
も「
内
容
が
具
体
的

で
非
常
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
」、

「
自
分
は
生
産
加
工
と
は
違
う
業
界

だ
が
、
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
み
出
す
人

の
目
の
付
け
所
等
、
非
常
に
参
考
に

な
っ
た
」等
、
好
評
の
声
を
頂
き
ま

し
た
。

　
交
流
懇
親
会
で
は
、
各
組
合
青
年

部
員
の
異
業
種
交
流
を
行
い
、
会
社

や
青
年
部
の
取
組
に
つ
い
て
情
報
交

換
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
積
極
的
に
講

師
に
話
を
聞
き
に
行
く
参
加
者
も
多

数
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
青
年
中
央
会
で
は
、
令
和
２
年
６

月
12
日
に
全
国
中
小
企
業
団
体
青
年

中
央
会
の
通
常
総
会
の
岡
山
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
全
国
総
会

を
機
に
、
組
合
青
年
部
の
皆
様
方
の

さ
ら
な
る
ご
発
展
に
繋
げ
て
い
け
る

よ
う
な
事
業
を
企
画
実
施
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方

の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　（
組
織
支
援
二
課
　
藤
田
）

令
和
元
年
度

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

新
年
会
の
開
催

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
、
信

用
保
証
協
会
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
連
合
会
、
中
小

企
業
団
体
中
央
会
及
び
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
、
並
び
に

全
国
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
、
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
及
び
各
地
方
経
済
産
業
局
等
に「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
経
営
相
談
窓
口
」を
設
置
し
、

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
者
か
ら
の
経
営
上
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

本
発
表
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
小
企
業
庁
経
営
安
定
対
策
室
長 

佐
藤

　
担
当
者
：
山
口
、
景

　
電
　
話
：
0
3
‐
3
5
0
1
‐
1
5
1
1

　
　
　
　  （
内
線
5
2
5
1
〜
3
）

　
電
　
話
：
0
3
‐
3
5
0
1
‐
0
4
5
9（
直
通
）

　
　
　
　  

0
3
‐
3
5
0
1
‐
6
8
0
5（
F
A
X
）

　
経
済
産
業
省
は
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
影
響
を
受
け

る
、
ま
た
は
、
そ
の
恐
れ
が
あ
る
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
者
を
対
象
と
し
て
引
き

続
き
左
記
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
と
し
て
、

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
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　（
一
社
）岡
山
県
浄
化
槽
団
体
協
議
会

は
、
浄
化
槽
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る
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の
５
団
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浄
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技
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、
岡
山
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浄
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施
工
協
同
組
合
及
び
岡
山
県
環
境
整
備

事
業
協
同
組
合
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
当
協
議
会
は
、
去
る
12
月
18
日（
水
）

に
岡
山
県
庁
に
て
、
岡
山
県
と
災
害
時

に
お
け
る
浄
化
槽
の
点
検
等
の
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の

協
定
は
、
暴
風
、
豪
雨
、
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等
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大
規
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検
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計
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に
関

す
る
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実
施
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多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
7
月
の
西
日
本
豪
雨
で

は
、
倉
敷
市
の
真
備
町
が
甚
大
な
浸
水
被
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に
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、
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で
6
5
0
0
基
余
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厳
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で
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た
。
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相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
と
し
て
、

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
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2
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2
0
年
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月
号

中
央
会
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か
や
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2
0
2
0
年
2
月
号

組合クローズアップ
組合クローズアップ

先
進
組
合

事
例
紹
介

先
進
組
合

事
例
紹
介

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
及
び
都
道
府
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
中
小
企
業
組
合
の
事
例
を
独
自
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
組
合
に
つ
い
て
、
岡
山
県
内
に
限
ら
ず
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

取
り
組
み
を
参
考
に
、
各
組
合
の
事
業
運
営
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ミ
ニ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
設
置
及
び
組
合
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
よ
る
新
事
業
の
展
開

千
葉
県
貿
易
協
同
組
合

■
背
景
と
目
的

　
組
合
直
営
店
舗
の
売
上
停
滞
や
組
合
員

か
ら
の
海
外
販
路
開
拓
要
請
に
よ
り
、
平

成
25
年
度
よ
り「
J
A
P
A
N
ブ
ラ
ン
ド

育
成
支
援
事
業
を
活
用
し
た
組
合
員
企
業

の
海
外
展
開
支
援
」事
業
、
平
成
29
年
度
よ

り「
組
合
直
営
店
舗
で
の
千
葉
県
産
品
ミ

ニ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
事
業
は
現
在
も
継

続
中
で
、
徐
々
に
成
果
が
出
て
き
て
お
り
、

今
後
の
組
合
の
事
業
展
開
の
端
緒
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
取
り
組
み
の
手
法
と
内
容

　
両
事
業
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

体
制
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
意
思

決
定
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
事
業
活
動
が

円
滑
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
は
組
合
理
事
が
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
た
の
で
、
情
報
は
適

時
理
事
会
に
報
告
さ
れ
、
承
認
を
得
な
が

ら
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
組
合
内

の
意
思
疎
通
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
理
事
長
を
は
じ
め
と
し

た
組
合
理
事
の
参
画
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　「
組
合
直
営
店
舗
で
の
千
葉
県
産
品
ミ
ニ

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」事
業
で
は
、
ミ
ニ
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
商
品
公
募
と
選
定
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
チ
ー
バ
君
と
そ

の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
組
合
直
営
店
舗

に
組
合
員
以
外
の
企
業
の
商
品
を
置
く
こ

と
に
つ
い
て
は
や
や
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
理
事
会
等
の
指
導
力
で
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
事
業
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
継
続
事
業
と
し
て
お
り
、

今
後
も
拡
大
、
継
続
す
る
予
定

で
す
。

　「
J
A
P
A
N
ブ
ラ
ン
ド
育

成
支
援
事
業
を
活
用
し
た
組
合

員
企
業
の
海
外
展
開
支
援
」は
、

平
成
25
年
度
J
A
P
A
N
ブ
ラ

ン
ド
育
成
支
援
事
業（
戦
略
策

定
支
援
事
業
）の
採
択
を
受
け
、

組
合
ブ
ラ
ン
ド
C
O
T
C
A
の

開
発
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
で
の
市

場
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
平
成
28
年
度
J
A
P
A
N
ブ
ラ
ン
ド

育
成
支
援
事
業（
ブ
ラ
ン
ド
確
立
支
援
事

業
）で
は
、
C
O
T
C
A
ブ
ラ
ン
ド
商
品
第

1
弾
と
し
て
千
葉
県
の
名
産
品
の
落
花
生

と
そ
の
加
工
品
を
開
発
・
選
定
し
、
タ
イ
及

び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
展
示
会
に
出
展
し
ま

し
た
。
今
後
は
新
た
な
C
O
T
C
A
ブ
ラ

ン
ド
商
品
の
開
発
・
選
定
、
海
外
販
路
の
開

拓
な
ど
継
続
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
ミ
ニ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
に
よ

る
組
合
直
営
店
舗
売
上
高
は
平
成
30
年
4

月
以
降
、
目
標
達
成
に
近
づ
い
て
お
り
、

今
後
、
徐
々
に
売
上
は
増
加
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。
J
A
P
A
N
ブ
ラ
ン
ド

育
成
事
業
で
は
、
引
き
合
い
も
成
約
も
件

数
は
少
な
い
な
が
ら
、
徐
々
に
成
果
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
2
つ
の
事
業
は

組
合
に
と
っ
て
新
た
な
事
業
展
開
で
あ

り
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
組
合
理
事
会
、 

組
合
直
営
店
舗
、
参
加
組
合
員
、
組
合
事

務
局
等
組
合
総
力
を
結
集
で
き
た
こ
と
が

成
功
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

組
合
デ
ー
タ

千
葉
県
貿
易
協
同
組
合

所
在
地
：
千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
2
‐
6
‐
1

　
　
　     

W
B
G
マ
リ
ブ
イ
ー
ス
ト
23
F

設
　
立
：
昭
和
35
年
2
月

主
な
業
種
：
異
業
種（
製
造
業
）

組
合
員
：
58
人

「
平
成
30
年
度
　
組
合
資
料
収
集
加
工
事

業
報
告
書
　
先
進
組
合
事
例
抄
録
」よ
り

今
回
事
例

ちばぼうきょうミニアンテナショップ　
チーバ君色のミニアンテナショップ

バンコクTRAFS2016　
タイにおける展示会の様子 

企
業
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
弊
社
は
、
岡
山
県
内
の
一
般
住
宅
に
向

け
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
や
、
施
工
後
の

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
を
一
貫
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
岡
山
県
内
に
４
店
舗
を

構
え
、
地
域
の
方
へ
の
ス
ム
ー
ズ
で
丁
寧

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
の
よ
う
に
各
店
舗
で
リ

フ
ォ
ー
ム
に
係
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
感

謝
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
弊
社
で
は
従
業
員
の
約
半
数
が
女

性
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
長
く
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
を
作
る
た
め
に
、
様
々
な
取

り
組
み
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

実
施
内
容
と
そ
の
成
果

　
残
業
を
増
や
さ
ず
、
か
つ
仕
事
の
質
も

追
及
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生

産
性
を
大
き
く
上
げ
る
こ
と
が
非
常
に
大

切
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
弊
社
で
は
５

年
ほ
ど
前
よ
り
社
内
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
営
業
担
当
の
従
業
員
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
支
給
し
、
現
場
か
ら
事
務

所
に
戻
っ
て
行
っ
て
い
た
事
務
作
業
を
そ

の
ま
ま
現
場
で
行
う
こ
と
で
、
移
動
に
か

か
る
時
間
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ク
ラ
ウ
ド
施
工
一
元
管

理
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

A
N
D
P
A
D
を
導
入

し
た
こ
と
に
よ
り
、
業

務
自
体
も
よ
り
効
率
的

に
行
う
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
店
舗
間
で
の

打
ち
合
わ
せ
も
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
に
し
た
り
、

一
部
の
職
員
に
つ
い
て

は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
お
り
、
自
宅

に
い
な
が
ら
実
際
に
出
勤
す
る
の
と
変
わ

り
な
く
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

【
働
く
社
員
か
ら
の
一
言
】

　
　
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
部  

リ
ー
ダ
ー
　  

　
　
佐
藤 

杏
奈
氏

　
現
在
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
部
で
企
画
や
販

促
、
人
材
育
成
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

社
内
の
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
り
受
け
る
恩
恵
は
も

ち
ろ
ん
感
じ
て
い
ま
す
し
、
１
時
間
ご
と

に
時
間
有
給
の
取
得
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
が
非
常
に
便
利
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
家
庭
の
ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
に
対
応

し
や
す
く
、
有
給
を
気
軽
に
取
得
し
や
す

い
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
の
意
見
の
発
信
や
、
新
し

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
し
や
す
い
オ
ー
プ
ン
な

社
風
も
、
弊
社
の
働
き
や
す
さ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
働
き

や
す
い
環
境
で
引
き
続
き
お
客
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
長
く
勤
め
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

今
後
の
展
望

　
今
後
は
、
主
た
る
事
業
で
あ
る
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
を
よ
り
広
い
地
域
の
方
に

向
け
て
展
開
す
る
た
め
、
岡
山
県
内
に
あ

る
店
舗
数
を
さ
ら
に
増
や
し
、
県
内
の
よ

り
多
く
の
方
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
現
在

で
は
中
古
住
宅
と
い
っ
て
も
、
良
質
な
物

件
が
多
く
あ
り
ま
す
。
弊
社
で
リ
フ
ォ
ー

ム
を
手
掛
け
る
こ
と
で
、
新
築
と
比
較
し

て
も
遜
色
な
い
新
古
住
宅
と
し
て
、
家
選

び
の
新
た
な
在
り
方
や
選
択
肢
を
広
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
昨
年
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

リ
ハ
ビ
リ
や
体
の
機
能
改
善
を
中
心
と
し

た
介
護
分
野
の
事
業
に
も
今
後
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
住
宅
総
合
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、

住
環
境
に
お
け
る
お
客
様
の
悩
み
を
多
面

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

 （
組
織
支
援
一
課
　
長
木
）

企
業
デ
ー
タ

株
式
会
社
安
藤
嘉
助
商
店

代
　
表
：
安
藤
　
辰

所
在
地
：
倉
敷
市
玉
島
中
央
町
1
‐
22
‐
30

業
　
種
：
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
業

T
E
L
：（
0
8
6
）5
2
6
‐
1
3
1
3

F
A
X
：（
0
8
6
）5
2
5
‐
5
3
5
3

住
環
境
を
整
え
る
総
合
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
地
域
に
貢
献
し
ま
す

株
式
会
社
安
藤
嘉
助
商
店

が
ん
ば
る
企
業
＝
働
き
方
改
革
実
践
企
業
事
例
紹
介
＝

安藤社長と佐藤氏

職場の様子
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先
進
組
合

事
例
紹
介

先
進
組
合

事
例
紹
介

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
及
び
都
道
府
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
中
小
企
業
組
合
の
事
例
を
独
自
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
組
合
に
つ
い
て
、
岡
山
県
内
に
限
ら
ず
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

取
り
組
み
を
参
考
に
、
各
組
合
の
事
業
運
営
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ミ
ニ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
設
置
及
び
組
合
ブ
ラ
ン
ド
構
築
に
よ
る
新
事
業
の
展
開

千
葉
県
貿
易
協
同
組
合

■
背
景
と
目
的

　
組
合
直
営
店
舗
の
売
上
停
滞
や
組
合
員

か
ら
の
海
外
販
路
開
拓
要
請
に
よ
り
、
平

成
25
年
度
よ
り「
J
A
P
A
N
ブ
ラ
ン
ド

育
成
支
援
事
業
を
活
用
し
た
組
合
員
企
業

の
海
外
展
開
支
援
」事
業
、
平
成
29
年
度
よ

り「
組
合
直
営
店
舗
で
の
千
葉
県
産
品
ミ

ニ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
事
業
は
現
在
も
継

続
中
で
、
徐
々
に
成
果
が
出
て
き
て
お
り
、

今
後
の
組
合
の
事
業
展
開
の
端
緒
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
取
り
組
み
の
手
法
と
内
容

　
両
事
業
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

体
制
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
意
思

決
定
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
事
業
活
動
が

円
滑
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
は
組
合
理
事
が
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
た
の
で
、
情
報
は
適

時
理
事
会
に
報
告
さ
れ
、
承
認
を
得
な
が

ら
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
組
合
内

の
意
思
疎
通
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
理
事
長
を
は
じ
め
と
し

た
組
合
理
事
の
参
画
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　「
組
合
直
営
店
舗
で
の
千
葉
県
産
品
ミ
ニ

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」事
業
で
は
、
ミ
ニ
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
商
品
公
募
と
選
定
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
チ
ー
バ
君
と
そ

の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
組
合
直
営
店
舗

に
組
合
員
以
外
の
企
業
の
商
品
を
置
く
こ

と
に
つ
い
て
は
や
や
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
理
事
会
等
の
指
導
力
で
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
事
業
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
継
続
事
業
と
し
て
お
り
、

今
後
も
拡
大
、
継
続
す
る
予
定

で
す
。

　「
J
A
P
A
N
ブ
ラ
ン
ド
育

成
支
援
事
業
を
活
用
し
た
組
合

員
企
業
の
海
外
展
開
支
援
」は
、

平
成
25
年
度
J
A
P
A
N
ブ
ラ

ン
ド
育
成
支
援
事
業（
戦
略
策

定
支
援
事
業
）の
採
択
を
受
け
、

組
合
ブ
ラ
ン
ド
C
O
T
C
A
の

開
発
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
で
の
市

場
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
平
成
28
年
度
J
A
P
A
N
ブ
ラ
ン
ド

育
成
支
援
事
業（
ブ
ラ
ン
ド
確
立
支
援
事

業
）で
は
、
C
O
T
C
A
ブ
ラ
ン
ド
商
品
第

1
弾
と
し
て
千
葉
県
の
名
産
品
の
落
花
生

と
そ
の
加
工
品
を
開
発
・
選
定
し
、
タ
イ
及

び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
展
示
会
に
出
展
し
ま

し
た
。
今
後
は
新
た
な
C
O
T
C
A
ブ
ラ

ン
ド
商
品
の
開
発
・
選
定
、
海
外
販
路
の
開

拓
な
ど
継
続
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
ミ
ニ
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
に
よ

る
組
合
直
営
店
舗
売
上
高
は
平
成
30
年
4

月
以
降
、
目
標
達
成
に
近
づ
い
て
お
り
、

今
後
、
徐
々
に
売
上
は
増
加
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。
J
A
P
A
N
ブ
ラ
ン
ド

育
成
事
業
で
は
、
引
き
合
い
も
成
約
も
件

数
は
少
な
い
な
が
ら
、
徐
々
に
成
果
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
2
つ
の
事
業
は

組
合
に
と
っ
て
新
た
な
事
業
展
開
で
あ

り
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
組
合
理
事
会
、 

組
合
直
営
店
舗
、
参
加
組
合
員
、
組
合
事

務
局
等
組
合
総
力
を
結
集
で
き
た
こ
と
が

成
功
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

組
合
デ
ー
タ

千
葉
県
貿
易
協
同
組
合

所
在
地
：
千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
2
‐
6
‐
1

　
　
　     

W
B
G
マ
リ
ブ
イ
ー
ス
ト
23
F

設
　
立
：
昭
和
35
年
2
月

主
な
業
種
：
異
業
種（
製
造
業
）

組
合
員
：
58
人

「
平
成
30
年
度
　
組
合
資
料
収
集
加
工
事

業
報
告
書
　
先
進
組
合
事
例
抄
録
」よ
り

今
回
事
例

ちばぼうきょうミニアンテナショップ　
チーバ君色のミニアンテナショップ

バンコクTRAFS2016　
タイにおける展示会の様子 

企
業
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
弊
社
は
、
岡
山
県
内
の
一
般
住
宅
に
向

け
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
や
、
施
工
後
の

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
を
一
貫
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
岡
山
県
内
に
４
店
舗
を

構
え
、
地
域
の
方
へ
の
ス
ム
ー
ズ
で
丁
寧

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
の
よ
う
に
各
店
舗
で
リ

フ
ォ
ー
ム
に
係
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
感

謝
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
弊
社
で
は
従
業
員
の
約
半
数
が
女

性
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
長
く
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
を
作
る
た
め
に
、
様
々
な
取

り
組
み
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

実
施
内
容
と
そ
の
成
果

　
残
業
を
増
や
さ
ず
、
か
つ
仕
事
の
質
も

追
及
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生

産
性
を
大
き
く
上
げ
る
こ
と
が
非
常
に
大

切
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
弊
社
で
は
５

年
ほ
ど
前
よ
り
社
内
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
営
業
担
当
の
従
業
員
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
支
給
し
、
現
場
か
ら
事
務

所
に
戻
っ
て
行
っ
て
い
た
事
務
作
業
を
そ

の
ま
ま
現
場
で
行
う
こ
と
で
、
移
動
に
か

か
る
時
間
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ク
ラ
ウ
ド
施
工
一
元
管

理
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

A
N
D
P
A
D
を
導
入

し
た
こ
と
に
よ
り
、
業

務
自
体
も
よ
り
効
率
的

に
行
う
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
店
舗
間
で
の

打
ち
合
わ
せ
も
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
に
し
た
り
、

一
部
の
職
員
に
つ
い
て

は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
お
り
、
自
宅

に
い
な
が
ら
実
際
に
出
勤
す
る
の
と
変
わ

り
な
く
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

【
働
く
社
員
か
ら
の
一
言
】

　
　
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
部  

リ
ー
ダ
ー
　  

　
　
佐
藤 

杏
奈
氏

　
現
在
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
部
で
企
画
や
販

促
、
人
材
育
成
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

社
内
の
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
り
受
け
る
恩
恵
は
も

ち
ろ
ん
感
じ
て
い
ま
す
し
、
１
時
間
ご
と

に
時
間
有
給
の
取
得
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
が
非
常
に
便
利
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
家
庭
の
ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
に
対
応

し
や
す
く
、
有
給
を
気
軽
に
取
得
し
や
す

い
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
の
意
見
の
発
信
や
、
新
し

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
し
や
す
い
オ
ー
プ
ン
な

社
風
も
、
弊
社
の
働
き
や
す
さ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
働
き

や
す
い
環
境
で
引
き
続
き
お
客
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
長
く
勤
め
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

今
後
の
展
望

　
今
後
は
、
主
た
る
事
業
で
あ
る
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
を
よ
り
広
い
地
域
の
方
に

向
け
て
展
開
す
る
た
め
、
岡
山
県
内
に
あ

る
店
舗
数
を
さ
ら
に
増
や
し
、
県
内
の
よ

り
多
く
の
方
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
現
在

で
は
中
古
住
宅
と
い
っ
て
も
、
良
質
な
物

件
が
多
く
あ
り
ま
す
。
弊
社
で
リ
フ
ォ
ー

ム
を
手
掛
け
る
こ
と
で
、
新
築
と
比
較
し

て
も
遜
色
な
い
新
古
住
宅
と
し
て
、
家
選

び
の
新
た
な
在
り
方
や
選
択
肢
を
広
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
昨
年
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

リ
ハ
ビ
リ
や
体
の
機
能
改
善
を
中
心
と
し

た
介
護
分
野
の
事
業
に
も
今
後
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
住
宅
総
合
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、

住
環
境
に
お
け
る
お
客
様
の
悩
み
を
多
面

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

 （
組
織
支
援
一
課
　
長
木
）

企
業
デ
ー
タ

株
式
会
社
安
藤
嘉
助
商
店

代
　
表
：
安
藤
　
辰

所
在
地
：
倉
敷
市
玉
島
中
央
町
1
‐
22
‐
30

業
　
種
：
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
業

T
E
L
：（
0
8
6
）5
2
6
‐
1
3
1
3

F
A
X
：（
0
8
6
）5
2
5
‐
5
3
5
3

住
環
境
を
整
え
る
総
合
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
地
域
に
貢
献
し
ま
す

株
式
会
社
安
藤
嘉
助
商
店

が
ん
ば
る
企
業
＝
働
き
方
改
革
実
践
企
業
事
例
紹
介
＝

安藤社長と佐藤氏

職場の様子
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景況DI値

岡山県業界天気図

（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

売上高

非製造業

製 造 業

全　　体 –29.3
（–32.8）
–24.1

（–24.1）
–34.5

（–41.4）

在庫数量

11.9
（7.1）
24.1

（13.8）
–15.4
（–7.7）

販売価格

1.7
（1.7）
6.9

（3.4）
–3.4
（0）

取引条件

–6.9
（–5.2）
–6.9

（–3.4）
–6.9

（–6.9）

収益状況

–29.3
（–25.9）
–37.9

（–34.5）
–20.7

（–17.2）

資金繰り

1.7
（3.4）
–6.9

（–10.3）
10.3
（3.4）

設備操業度

0
（–3.4）

0
（–3.4）

雇用人員

–5.2
（–3.4）
3.4
（0）
–13.8
（–6.9）

業界の景況

–22.4
（–22.4）
–31.0

（–24.1）
–13.8

（–20.7）

製 造 業 非 製 造 業

業　種

前年同月比

業
界
の
景
況

雇
用
人
員

設
備
操
業
度

資
金
繰
り

収
益
状
況

取
引
条
件

販
売
価
格

在
庫
数
量

売
上
高

味噌
米菓
豆富
醤油
酒造

織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・津山
製材・県
合板

出版・印刷
製本
ゴム

プラスチック製品
生コンクリート
石灰
ブロック
鋳物
鉄鋼

造船関連
自動車
畳

食料品

繊維工業

木材・
木製品

印刷

化学・ゴム

窯業・
土石製品

鉄鋼・金属

一般機器

輸送機器

その他

業　種

前年同月比

機械・工具
電設資材
青果
木材
資材

商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷
自動車整備
建築設計
旅館・ホテル
電飾・看板業
異業種
リサイクル

バス
タクシー
トラック
倉庫業
信用組合

卸売業

小売業

商店街

サービス業

建設業

運輸業

その他 受
付

12月分

業
界
の
景
況

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

取
引
条
件

販
売
価
格

在
庫
数
量

売
上
高

機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・英田

石油
青果食品
中古自動車
自動二輪
家具

住宅リフォーム
左官

土木工事
管工事
防水工事

増加・上昇・好転 変らず 減少・下落・悪化2 41 15業界の景況感（前年同月比）

（ ）内数字は前月の数値です。

●年末商戦は、休みが長いためまずまず。お正月餅は卸、小売りとも
に横ばいであるが、一客当たりの単価は下がっていると感じられ
る。期間限定のアルバイトの確保は応募多数でうれしい悲鳴。また、
今春卒の新卒者を獲得できた。市場では原料の高騰と、不足がささ
やかれることが心配材料である。　　　　　　　　　　　　 《米菓》

●低調に推移した昨年同期と同様に、低調な状態が続いている。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《織物業・井原》

●原木の出材は局所豪雨等の影響で伸び悩んでいたが、11月中旬頃
から回復してきている。特に品薄感が高かったヒノキが回復し、価
格も安定してきている。スギは安定した取引となっている。一方で
消費税増税もあり、製品の荷動きが今ひとつで、価格も落ち着いて
いる。今後の製品需要は不透明感があり、堅調な状況が考えられる。
曲がり材は板用やラミナ用として引き合いが続いていたが、少し余
剰ぎみである。小径木もバイオマス発電等の燃料用として需要が余
剰ぎみである。　　　　　　   　　　　　　　　　　　  《製材・県》

●前年に比較し売上高は大きな伸びはなく、厳しい価格競争が続いて
いる。印刷用紙、インクなどの値上がりが収益に影響を与えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《出版・印刷》

●2019年は業界としては、全般的に悪化もしくは振るわなかった。
国内市場も、米中貿易摩擦のあおりを受けた。海外新興国市場も悪
化あるいは低迷したため、輸出も振るわなかった。組合全体として
業績に影響があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　 《ゴム》

●受注量は減少しており、設備操業度も低下している。今後も売上の
減少が予想され、厳しい状況が続くと考えられる。　  《鉄工・岡山》
●売上・受注ともに、ほぼ横ばいをキープしているが、先6カ月及び
１年の予想では確実に減少するだろうとの意見が大半である。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《工作機械・総社》
●受注量は安定的に確保できており、売上高増加傾向である。　
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《工作機械・井笠》
●原材料(鉄・木材等）と運賃上昇により収益の圧迫が続く。福祉機器
取扱いの組合員は、増産中であるが、人員増と時間外で対応せざる
を得ない状況である。　　　　　　　　　　　　  《工作機械・英田》

●増税前の反動なのか年末需要も全般的に少なく、早い時期で仕事は
止まってしまった様子である。　 　　　　　　　　　　　　　《畳》
　　
　

●消費税の影響が弱まったのと、暖かかった事が良かった。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《自動二輪車》
●増税後の売上減少も多少は持ち直しているものの、厳しい状況であ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《家具》

●師走に入り慌ただしさが増す中で、商店街の人通りは比例していな
い感がある。道程は厳しいが商店街活性化に向け公的支援を受け研
修会を開催したり、大学の授業の一環として若者のアイデアを取り

入れた取組みや、イベントを企画したり新しい風は吹いてきてい
る。2020年に向けて地道な努力と皆の力を結集する体制作りを始
めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・岡山》
●12月前半は通行量が少なく心配していたが、後半は少し活気が出
てきた。しかし、1月についてはまた心配な状況にある。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《商店街・倉敷》
●12月毎週末ごとに催し物が企画され、賑わった。　 《商店街・津山》

●各個人事務所は前年に比較して受注業務がやや良好であり、公共工
事設計の受注もやや良好である。一方で組合での受注は不良、特に
県からの受注がない。　　　　　　　　　　　　　　　 《建築設計》

●建設業組合員は、人手不足の状況が継続、人手不足は解消されてお
らず、海外人材採用（外国人技能実習生）で対応中である。新たに新
設された「特定技能」資格へ技能実習から移行が完了し、継続して雇
用している。機械加工組合員は、米中貿易摩擦の影響で受注は減少
したが、人員不足の状況は落ち着いた。長期的には求人難の状況は
変わらず、海外人材採用（外国人技能実習生）に向けて検討継続して
いる。
　サービス業組合員の景況は消費増税後の後退から持ち直したが、人
手不足解消の兆しは依然なく、人材確保が非常に困難な状況が続い
ている。特定技能資格での対応に向けては準備を継続中である。特
定技能在資格で雇用可能な組合員は、受入れに向けて海外機関と連
携しベトナムをはじめとして準備を継続中である。     　  《異業種》
●鉄・非鉄の、国内スクラップ価格は前月比1,000円（トン当たり）上
昇したが、国内需要は盛り上がりに欠けている。原因は粗鋼生産の
減少に起因している。五輪需要の後退もあり、当面回復は見込めな
いとの見方が多い。国際市場は好調に推移している。古紙は、中国
への古紙輸出は減少傾向が続いており、国内在庫贈により新聞紙約
9％、雑誌約4％、段ボール約9％下落している。 　　 《リサイクル》

●前年比で集客70％、客単価108％であった。宿泊ツアーが伸び悩
み、冬季商品の蟹食べ放題ツアーも大きな伸びが見られず、スキー
ツアーも降雪不足で催行できない状況が続いている。一方で、年末
年越しツアーは琵琶湖の初日の出クルーズなどを中心に好調であっ
た。また、岡山空港発着の直行便で行けるチャータープランは満席
となり、アクセス面の快適さが高い支持を得ている。 　　　 《バス》
●「燃料（軽油）価格の高止まり」、「人材不足」、「低水準の運賃」、「働き
方改革による経営面への圧迫」等々、特に小規模以下の運送事業者
の業績を圧迫する要因が、山積している状況にある。  　《トラック》
●長期年末休及び年末商戦に向けた繁忙を期待していたものの、例年
にない静かな師走となった。
　2019年は、改元、大型連休、消費税増税等、物流において変化及び
混乱が伴うことが大方の予測であったが、振り返ってみると、１年
を通して荷動きが停滞した年であった。2020年は五輪開催という
大きなイベントを控える中、経済効果に連動する荷動きに期待した
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《倉庫業》

●年末年始はゴールデンウィーク以来の大型連休となる企業等も多
く、小売・サービス業ではキャッシュレス還元事業も重なり、ある
程度の恩恵が期待できる。引き続き組合員様の資金繰り等に注視し
ながら、必要であればモニタリング等を継続する。  　　《信用組合》
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景況DI値

岡山県業界天気図

（注）DIとは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。
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増加・上昇・好転 変らず 減少・下落・悪化2 41 15業界の景況感（前年同月比）

（ ）内数字は前月の数値です。

●年末商戦は、休みが長いためまずまず。お正月餅は卸、小売りとも
に横ばいであるが、一客当たりの単価は下がっていると感じられ
る。期間限定のアルバイトの確保は応募多数でうれしい悲鳴。また、
今春卒の新卒者を獲得できた。市場では原料の高騰と、不足がささ
やかれることが心配材料である。　　　　　　　　　　　　 《米菓》

●低調に推移した昨年同期と同様に、低調な状態が続いている。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《織物業・井原》

●原木の出材は局所豪雨等の影響で伸び悩んでいたが、11月中旬頃
から回復してきている。特に品薄感が高かったヒノキが回復し、価
格も安定してきている。スギは安定した取引となっている。一方で
消費税増税もあり、製品の荷動きが今ひとつで、価格も落ち着いて
いる。今後の製品需要は不透明感があり、堅調な状況が考えられる。
曲がり材は板用やラミナ用として引き合いが続いていたが、少し余
剰ぎみである。小径木もバイオマス発電等の燃料用として需要が余
剰ぎみである。　　　　　　   　　　　　　　　　　　  《製材・県》

●前年に比較し売上高は大きな伸びはなく、厳しい価格競争が続いて
いる。印刷用紙、インクなどの値上がりが収益に影響を与えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《出版・印刷》

●2019年は業界としては、全般的に悪化もしくは振るわなかった。
国内市場も、米中貿易摩擦のあおりを受けた。海外新興国市場も悪
化あるいは低迷したため、輸出も振るわなかった。組合全体として
業績に影響があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　 《ゴム》

●受注量は減少しており、設備操業度も低下している。今後も売上の
減少が予想され、厳しい状況が続くと考えられる。　  《鉄工・岡山》
●売上・受注ともに、ほぼ横ばいをキープしているが、先6カ月及び
１年の予想では確実に減少するだろうとの意見が大半である。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《工作機械・総社》
●受注量は安定的に確保できており、売上高増加傾向である。　
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《工作機械・井笠》
●原材料(鉄・木材等）と運賃上昇により収益の圧迫が続く。福祉機器
取扱いの組合員は、増産中であるが、人員増と時間外で対応せざる
を得ない状況である。　　　　　　　　　　　　  《工作機械・英田》

●増税前の反動なのか年末需要も全般的に少なく、早い時期で仕事は
止まってしまった様子である。　 　　　　　　　　　　　　　《畳》
　　
　

●消費税の影響が弱まったのと、暖かかった事が良かった。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《自動二輪車》
●増税後の売上減少も多少は持ち直しているものの、厳しい状況であ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《家具》

●師走に入り慌ただしさが増す中で、商店街の人通りは比例していな
い感がある。道程は厳しいが商店街活性化に向け公的支援を受け研
修会を開催したり、大学の授業の一環として若者のアイデアを取り

入れた取組みや、イベントを企画したり新しい風は吹いてきてい
る。2020年に向けて地道な努力と皆の力を結集する体制作りを始
めている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・岡山》
●12月前半は通行量が少なく心配していたが、後半は少し活気が出
てきた。しかし、1月についてはまた心配な状況にある。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《商店街・倉敷》
●12月毎週末ごとに催し物が企画され、賑わった。　 《商店街・津山》

●各個人事務所は前年に比較して受注業務がやや良好であり、公共工
事設計の受注もやや良好である。一方で組合での受注は不良、特に
県からの受注がない。　　　　　　　　　　　　　　　 《建築設計》

●建設業組合員は、人手不足の状況が継続、人手不足は解消されてお
らず、海外人材採用（外国人技能実習生）で対応中である。新たに新
設された「特定技能」資格へ技能実習から移行が完了し、継続して雇
用している。機械加工組合員は、米中貿易摩擦の影響で受注は減少
したが、人員不足の状況は落ち着いた。長期的には求人難の状況は
変わらず、海外人材採用（外国人技能実習生）に向けて検討継続して
いる。
　サービス業組合員の景況は消費増税後の後退から持ち直したが、人
手不足解消の兆しは依然なく、人材確保が非常に困難な状況が続い
ている。特定技能資格での対応に向けては準備を継続中である。特
定技能在資格で雇用可能な組合員は、受入れに向けて海外機関と連
携しベトナムをはじめとして準備を継続中である。     　  《異業種》
●鉄・非鉄の、国内スクラップ価格は前月比1,000円（トン当たり）上
昇したが、国内需要は盛り上がりに欠けている。原因は粗鋼生産の
減少に起因している。五輪需要の後退もあり、当面回復は見込めな
いとの見方が多い。国際市場は好調に推移している。古紙は、中国
への古紙輸出は減少傾向が続いており、国内在庫贈により新聞紙約
9％、雑誌約4％、段ボール約9％下落している。 　　 《リサイクル》

●前年比で集客70％、客単価108％であった。宿泊ツアーが伸び悩
み、冬季商品の蟹食べ放題ツアーも大きな伸びが見られず、スキー
ツアーも降雪不足で催行できない状況が続いている。一方で、年末
年越しツアーは琵琶湖の初日の出クルーズなどを中心に好調であっ
た。また、岡山空港発着の直行便で行けるチャータープランは満席
となり、アクセス面の快適さが高い支持を得ている。 　　　 《バス》
●「燃料（軽油）価格の高止まり」、「人材不足」、「低水準の運賃」、「働き
方改革による経営面への圧迫」等々、特に小規模以下の運送事業者
の業績を圧迫する要因が、山積している状況にある。  　《トラック》
●長期年末休及び年末商戦に向けた繁忙を期待していたものの、例年
にない静かな師走となった。
　2019年は、改元、大型連休、消費税増税等、物流において変化及び
混乱が伴うことが大方の予測であったが、振り返ってみると、１年
を通して荷動きが停滞した年であった。2020年は五輪開催という
大きなイベントを控える中、経済効果に連動する荷動きに期待した
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《倉庫業》

●年末年始はゴールデンウィーク以来の大型連休となる企業等も多
く、小売・サービス業ではキャッシュレス還元事業も重なり、ある
程度の恩恵が期待できる。引き続き組合員様の資金繰り等に注視し
ながら、必要であればモニタリング等を継続する。  　　《信用組合》
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株
式
会
社
廣
榮
堂
取
締
役
会
長
の
武
田
修
一
氏
は
令
和
元
年
11
月
24
日
に
逝
去
さ
れ
、「
お
別
れ
の
会
」が
１

月
28
日
に
岡
山
市
内
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
平
成
20
年
6
月
に
岡
山
県
菓
子
工
業
組
合
理
事
長
と
し
て
岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
理
事
に
就

任
さ
れ
、
平
成
22
年
6
月
か
ら
平
成
28
年
6
月
ま
で
岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
当
会
を
率
い
、
県
内
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
支
援
に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
平
成
25
年
か
ら
国
の
も
の
づ
く
り
補
助
金
制
度
の
岡
山
県
地
域
事
務
局
を
引
き
受
け
ら
れ
、
設
備
投

資
な
ど
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
生
産
性
向
上
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
さ
ら
に
菓
子
工
業
に
携
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る
知
見
を
活
か
し
、
食
品
産
業
の
育
成
支
援
事
業
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
今
や
岡
山
県
か
ら
受
託
し
た
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
と
い
う
形
と
な
っ
て
大
き
く
発
展
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
氏
は
青
少
年
健
全
育
成
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更
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保
護
な
ど
多
く
の
分
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で
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に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ご
功
績
が
評
価
さ
れ
、
平
成
26
年
に
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さ
れ
、
平
成
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年
に
は
岡
山
県
三

木
記
念
賞
を
受
賞
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れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
氏
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か
つ
高
い
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養
と
温
か
い
お
人
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を
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び
、
ご
生
前
の
ご
業
績
に
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
、
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　

武
田
修
一
氏 

お
別
れ
の
会

　
年
間
２
千
人
以
上
の
方
が
骨
髄
バ
ン
ク
を
通
し
て
の

移
植
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、移
植
を
待
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
の
う
ち
、移
植
を
受
け
ら
れ
る
方
は
６
割
に
過
ぎ

な
い
現
状
で
す
。

「
骨
髄
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
」導
入
の
お
願
い

　
骨
髄
等
を
提
供
す
る
場
合
、ド
ナ
ー
は
事
前
の
健
康

診
断
に
何
回
か
病
院
に
出
向
い
た
り
、提
供
時
に
は
数

日
間
入
院
し
た
り
す
る
こ
と
と
な
り
、
10
日
程
度
休
む

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、仕
事
の
都
合
が
つ
か
ず
断
念
さ

れ
た
り
、
休
業
中
の
補
償
が
な
く
ド
ナ
ー
の
負
担
と

な
っ
た
り
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
職
場
の
皆
様
に
は
、ド
ナ
ー
が
安
心
し
て
骨
髄
等
を

提
供
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、「
骨
髄
ド
ナ
ー
休

暇
制
度
」導
入
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

骨
髄
等
を
提
供
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
支
援

　
岡
山
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
で
、提
供
が
完
了
し
た

ド
ナ
ー
へ
の
助
成
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
ド
ナ
ー
を
雇
用
す
る
事
業
所
に
対
し
、
多
く

の
市
町
村
が
助
成
金
を
交
付
し
て
お
り
、ド
ナ
ー
が
提

供
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
詳
し
く
は
岡
山
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　（「
岡
山
県
　
骨
髄
バ
ン
ク
」で

　
検
索
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
　
保
健
福
祉
部
　
医
薬
安
全
課

　
臓
器
移
植
・
薬
物
対
策
班

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
８
６
）２
２
６
‐
７
３
４
１

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登
録
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

岡
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　

　
　 PCB使用照明器具に関するお知らせ

～古い事業用建物をお持ちの皆様へ！～
昭和52年3月以前に建てられた事業用建物の照明器具には、
PCBを含んだ安定器が使用されている場合があります。
PCBには有害性があり、法律により期限までの処分が義務
づけられています。

① PCBとは
PCBは、電気機器の絶縁油等として広く使用
されていましたが、昭和43年のカネミ油症
事件を契機として、その有害性が判明したこ
とから、昭和47年9月以降は製造が中止され
ています。

② PCB使用安定器とは
安定器は電灯のちらつきを安定させる装置と
して照明器具に使用されています。
昭和32年1月から昭和47年8月の間に製造
された安定器には、高濃度のPCBが含まれて
いる可能性があります。

③ 調査が必要な方
昭和52年3月以前に建てられた事業用建物・
照明施設には、PCB使用安定器が使用されて
いる可能性があります。これら施設を所有さ
れている方は、調査が必要です。

④ 処分期限
法律で義務づけられたPCB使用安定器の処分
期限は、令和3年3月31日 です。
処分先が限られており、期限内に処分しない
と処分できなくなります。

PCB使用安定器の処分期限が迫っています。
直ちに保有状況の調査・期限内の処分をお願いします！

【お問い合わせ先】　（※PCB使用安定器が見つかったら、まずはご連絡ください。）
　　岡山県環境文化部循環型社会推進課　電話：086-226-7308　　
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株
式
会
社
廣
榮
堂
取
締
役
会
長
の
武
田
修
一
氏
は
令
和
元
年
11
月
24
日
に
逝
去
さ
れ
、「
お
別
れ
の
会
」が
１

月
28
日
に
岡
山
市
内
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
平
成
20
年
6
月
に
岡
山
県
菓
子
工
業
組
合
理
事
長
と
し
て
岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
理
事
に
就

任
さ
れ
、
平
成
22
年
6
月
か
ら
平
成
28
年
6
月
ま
で
岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
当
会
を
率
い
、
県
内
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
支
援
に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
平
成
25
年
か
ら
国
の
も
の
づ
く
り
補
助
金
制
度
の
岡
山
県
地
域
事
務
局
を
引
き
受
け
ら
れ
、
設
備
投

資
な
ど
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
生
産
性
向
上
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
さ
ら
に
菓
子
工
業
に
携
わ
る
知
見
を
活
か
し
、
食
品
産
業
の
育
成
支
援
事
業
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
今
や
岡
山
県
か
ら
受
託
し
た
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
と
い
う
形
と
な
っ
て
大
き
く
発
展
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
氏
は
青
少
年
健
全
育
成
や
更
生
保
護
な
ど
多
く
の
分
野
で
社
会
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ご
功
績
が
評
価
さ
れ
、
平
成
26
年
に
は
山
陽
新
聞
賞
を
受
賞
さ
れ
、
平
成
27
年
に
は
岡
山
県
三

木
記
念
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
氏
の
広
く
か
つ
高
い
教
養
と
温
か
い
お
人
柄
を
偲
び
、
ご
生
前
の
ご
業
績
に
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
、
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　

武
田
修
一
氏 

お
別
れ
の
会

　
年
間
２
千
人
以
上
の
方
が
骨
髄
バ
ン
ク
を
通
し
て
の

移
植
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、移
植
を
待
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
の
う
ち
、移
植
を
受
け
ら
れ
る
方
は
６
割
に
過
ぎ

な
い
現
状
で
す
。

「
骨
髄
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
」導
入
の
お
願
い

　
骨
髄
等
を
提
供
す
る
場
合
、ド
ナ
ー
は
事
前
の
健
康

診
断
に
何
回
か
病
院
に
出
向
い
た
り
、提
供
時
に
は
数

日
間
入
院
し
た
り
す
る
こ
と
と
な
り
、
10
日
程
度
休
む

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、仕
事
の
都
合
が
つ
か
ず
断
念
さ

れ
た
り
、
休
業
中
の
補
償
が
な
く
ド
ナ
ー
の
負
担
と

な
っ
た
り
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
職
場
の
皆
様
に
は
、ド
ナ
ー
が
安
心
し
て
骨
髄
等
を

提
供
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、「
骨
髄
ド
ナ
ー
休

暇
制
度
」導
入
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

骨
髄
等
を
提
供
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
支
援

　
岡
山
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
で
、提
供
が
完
了
し
た

ド
ナ
ー
へ
の
助
成
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
ド
ナ
ー
を
雇
用
す
る
事
業
所
に
対
し
、
多
く

の
市
町
村
が
助
成
金
を
交
付
し
て
お
り
、ド
ナ
ー
が
提

供
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
詳
し
く
は
岡
山
県
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　（「
岡
山
県
　
骨
髄
バ
ン
ク
」で

　
検
索
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
　
保
健
福
祉
部
　
医
薬
安
全
課

　
臓
器
移
植
・
薬
物
対
策
班

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
８
６
）２
２
６
‐
７
３
４
１

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登
録
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

岡
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　

　
　 PCB使用照明器具に関するお知らせ

～古い事業用建物をお持ちの皆様へ！～
昭和52年3月以前に建てられた事業用建物の照明器具には、
PCBを含んだ安定器が使用されている場合があります。
PCBには有害性があり、法律により期限までの処分が義務
づけられています。

① PCBとは
PCBは、電気機器の絶縁油等として広く使用
されていましたが、昭和43年のカネミ油症
事件を契機として、その有害性が判明したこ
とから、昭和47年9月以降は製造が中止され
ています。

② PCB使用安定器とは
安定器は電灯のちらつきを安定させる装置と
して照明器具に使用されています。
昭和32年1月から昭和47年8月の間に製造
された安定器には、高濃度のPCBが含まれて
いる可能性があります。

③ 調査が必要な方
昭和52年3月以前に建てられた事業用建物・
照明施設には、PCB使用安定器が使用されて
いる可能性があります。これら施設を所有さ
れている方は、調査が必要です。

④ 処分期限
法律で義務づけられたPCB使用安定器の処分
期限は、令和3年3月31日 です。
処分先が限られており、期限内に処分しない
と処分できなくなります。

PCB使用安定器の処分期限が迫っています。
直ちに保有状況の調査・期限内の処分をお願いします！

【お問い合わせ先】　（※PCB使用安定器が見つかったら、まずはご連絡ください。）
　　岡山県環境文化部循環型社会推進課　電話：086-226-7308　　



③

④

①

②

　年
が
明
け
て
早
一か
月
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　さ
て
、
年
末
年
始
と
い
え
ば
お
節
や
お
雑
煮
を

食
べ
る
の
が
定
番
で
す
。
お
雑
煮
に
つ
い
て
は
地
域

ご
と
の
違
い
が
非
常
に
大
き
く
、
ま
さ
に
ふ
る
さ

と
の
数
だ
け
味
が
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し
て
、
な

ん
だ
か
す
ご
く
面
白
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ち

な
み
に
香
川
県
で
は
白
み
そ
と
あ
ん
こ
餅
が
入
っ

た「
あ
ん
餅
雑
煮
」を
食
べ
る
の
が一般
的
で
す
が
、

私
の
故
郷
で
あ
る
香
川
県
小
豆
島（
長
木
家
）で
は

普
段
食
べ
る
こ
と
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。一応
香
川

出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ん
餅
雑
煮
へ
の
関
心
や

憧
れ
が
年
々
募
っ
て
お
り
ま
す
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（長
木
）
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中国学園大学　現代生活学部　人間栄養学科　講師　古川愛子の若さと健康を保つ食生活を目指そう！　

錦海ソルトde塩キャラメルクッキー 錦海ソルトを使いクッキーを作りました。少し手前がかかる箇所がありますが、
そこが美味しくなるポイントです。是非作ってみてください。

当コーナーは、岡山県中央会が支援させていただいている食品関連事業者様の製品を、中国学園大学のアイデア協力によりレシピを作成しています。

作り方

くるみ………………45g
グラニュー糖………24g 
水……………………6g 
無塩バター…………90g 
グラニュー糖………52g 

卵……………………25g
　薄力粉……………95g 
　アーモンドパウダー…35g 
　塩…………………2g 
 

昔塩プレミアム（藻塩タイプ）
〈錦海ソルト株式会社〉  
昔塩プレミアムは岡山県内
で作った塩を原料とし、平釜
で煮詰めて仕上げたお塩で
す。フレーク結晶で、溶けや
すく素材に馴染みやすいの

が特徴です。海藻成分を含んだにがりを程よく含ませ
て仕上げているので、海藻の旨みでお料理やお漬物
の味が一層美味しく仕上がります。

 材 料   

① フライパンにグラニュー糖と水を入れ
　 火にかける。
② 砂糖が溶けたらローストしたくるみを
　 加え、カラメル化するまで加熱を続ける。
③ 出来上がったらオーブンシートに広げて
　 冷まし、刻む。
④ 柔らかくしたバターにグラニュー糖を
　 加えすり混ぜる。
⑤ 卵を3回に分けて加えその都度よく
　 混ぜる。
⑥ 合わせてふるっておいたAを加え切る
　 ようにさっくり混ぜる。
⑦ ナッツも加えて全体が均一になるまで
　 混ぜる。
⑧ ラップに包んで直径3cmくらいの棒状
　 に形成したら冷蔵庫で1時間休ませる。
⑨ 8mm程度に切り分け、180℃のオーブン
　 で約20分焼く。

人間栄養学科3年生私たちが
考えました！
私たちが
考えました！ 小山萌、柚木晴香

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
中
央
会
お
か
や

ま
に
掲
載
す
る
、
組
合
様
、
企
業
様
の
取

組
み
に
つ
い
て
随
時
募
集
を
し
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
新
た
な
取
組
み
な

ど
、
掲
載
し
た
い
情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
下
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

nagaki@okachu.or.jp

提供
商品

令和元年度

職員紹介
組織支援二課

赤 松 　 茂

　
息
子
も
無
事
に
１
歳
と
な
り
、
子
育
て
に
追
わ
れ
る
日
々

の
中
で
、
某
メ
ー
カ
ー
の「
ベ
ビ
ー
モ
ニ
タ
ー
」と
い
う
製

品
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
で
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
Ｉ
Ｔ
技
術
の
恩
恵
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
寝
室

で
寝
て
い
る
子
供
の
様
子
を
確
認
す
る
に
は
、
ド
ア
を
開
放

し
て
聞
き
耳
を
立
て
、
何
度
も
様
子
を
見
に
行
く
し
か
術
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
製
品
の
購
入
に
よ
っ
て
こ
の

〝
見
守
り
〞は
画
期
的
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
同
製
品
で
は
赤

外
線
カ
メ
ラ
で
暗
室
の
様
子
を
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
、

少
し
の
動
き
や
声
、
温
度
を
自
動
検
知
し
て
知
ら
せ
て
く
れ

ま
す
。
技
術
的
に
は
監
視
カ
メ
ラ
の
応
用
版
だ
と
思
い
ま
す

が
、
モ
ニ
タ
ー
側
か
ら
声
掛
け
で
き
た
り
音
楽
を
流
せ
た
り

と
、
子
育
て
な
ら
で
は
の
機
能
も
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
製
品
の
お
か
げ
で
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
け
子
供
の
様

子
を
見
に
行
け
ば
足
り
る
よ
う
に
な
り
、
安
心
し
て
食
事
を

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
仕
事
の
場
面
だ
け
で
な

く
、
一
般
家
庭
に
も
Ｉ
Ｔ
導

入
が
進
み
、
子
育
て
が
効
率

化
さ
れ
て
楽
に
な
る
一
方

で
、
手
抜
き
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
他
の
事
柄
や
時
間
で

十
分
に
愛
情
を
注
げ
る
よ

う
気
を
つ
け
ね
ば
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。
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和
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時
〜
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時
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所
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Ａ
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A

　
私
は
、
第
19
期（
平
成
3
年
）

で
中
小
企
業
組
合
士
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
75
歳
で
す
が
、
当
時

は
現
在
よ
り
組
合
数
が
多
く
、

高
度
化
事
業
も
盛
ん
で
、
私
が

勤
務
し
て
い
た
組
合（
瀬
戸
内
工

業
団
地
協
同
組
合
）も
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

組
合
検
定
試
験
受
験
者
は
20
名
程
度
と
現
在
よ
り
受
験
者
が

多
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
検
定
試
験
合
格
後
、
組
合
士
会
に
入
会
し
ま
し
た
が
、
組

合
士
と
し
て
、
毎
年
、
視
察
研
修
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
湯
原
温
泉
組
合
の「
プ
チ
ホ
テ

ル
ゆ
ば
ら
リ
ゾ
ー
ト
」で
の
研
修
で
す
。

　
ホ
テ
ル
オ
ー
ナ
ー
が
、
当
時
、
全
国
旅
館
組
合
連
合
会
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
長
を
し
て
い
た
関
係
で
全
国
初
の

ネ
ッ
ト
予
約
を
導
入
し
た
ホ
テ
ル
で
す
。
当
時
は
、
旅
行
会

社
の
予
約
が
主
流
で
あ
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
予
約
が
伸
び

な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
導
入
後
、
半
年
程
経
過
し
た
頃

か
ら
、
徐
々
に
ネ
ッ
ト
予
約
が
増
加
し
は
じ
め
、
軌
道
に
乗

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
湯
原
温
泉
組
合
で

も
次
々
に
ネ
ッ
ト
予
約
を
導
入
し
、
全
国
の
温
泉
街
に
指
南

し
て
ま
わ
り
、
今
で
は
ネ
ッ
ト
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
視
察
後
、
勤
務
先
に
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
て
も
ら

い
、
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、組
合
で
は
雇
用
促
進
事
業
団
の
パ
ソ
コ
ン
研
修
補
助

事
業
に
取
り
組
み
、半
年
で
延
べ
6
0
0
人
ほ
ど
受
講
し
た
結

果
、組
合
員
企
業
で
の
パ
ソ
コ
ン
導
入
が
加
速
し
ま
し
た
。

　
組
合
士
会
で
は
視
察
研
修
を
は
じ
め
、
時
代
に
沿
っ
た

テ
ー
マ
で
の
講
習
会
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。
組
合
士
に
な
り
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

組
合
運
営
」穴
埋
め
問
題

　
組
合
の
経
済
事
業
に
つ
い
て
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な

語
句
を
語
群
よ
り
選
び
、
回
答
欄
①
〜
④
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
設
問
１

　
共
同
事
業
の
運
営
に
当
っ
て
は
、
　
①
　
制
度
が
十
分
に

機
能
す
る
よ
う
に
措
置
す
る
。

◇
設
問
２

　
共
同
購
買
事
業
に
お
け
る
仕
入
の
方
法
に
つ
い
て
は

色
々
な
や
り
方
が
あ
る
が
、
在
庫
管
理
が
最
も
重
要
な

の
は
、
　
②
　
仕
入
の
場
合
で
あ
る
。

◇
設
問
３

　
官
公
需
適
格
組
合
は
、
共
同
受
注
し
た
工
事
に
つ
い
て

　
　
③
　
体
制
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

◇
設
問
４

　
　
④
　
面
の
調
査
と
は
、
借
入
の
申
込
み
先
の
所
要
資
金

計
画
を
把
握
し
て
、
現
在
の
業
況
や
将
来
計
画
か
ら
み

て
必
要
か
つ
適
切
な
資
金
か
、
返
済
能
力
等
か
ら
み
て

妥
当
な
金
額
で
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

〈
語
　
群
〉

ア
：
組
合
　
　
　
イ
：
完
成
品
の
販
路
　
ウ
：
委
託
先

エ
：
組
合
員
　
　
オ
：
見
込
み
　
　
　
　
カ
：
検
査

キ
：
内
部
牽
制
　
ク
：
発
注
先
　
　
　
　
ケ
：
予
約

　
本
年
度
も
12
月
に「
組
合
検
定
試
験
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  【
総
務
企
画
課
　
黒
木
】

組
合
検
定
試
験（
過
去
問
題
）に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

岡
山
県
中
小
企
業
組
合
士
会
理
事

　
　
　
　
　
　
　難
波 

永
治 

氏

中
小
企
業
組
合
士
コ
ー
ナ
ー



③

④

①

②

　年
が
明
け
て
早
一か
月
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　さ
て
、
年
末
年
始
と
い
え
ば
お
節
や
お
雑
煮
を

食
べ
る
の
が
定
番
で
す
。
お
雑
煮
に
つ
い
て
は
地
域

ご
と
の
違
い
が
非
常
に
大
き
く
、
ま
さ
に
ふ
る
さ

と
の
数
だ
け
味
が
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し
て
、
な

ん
だ
か
す
ご
く
面
白
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ち

な
み
に
香
川
県
で
は
白
み
そ
と
あ
ん
こ
餅
が
入
っ

た「
あ
ん
餅
雑
煮
」を
食
べ
る
の
が一般
的
で
す
が
、

私
の
故
郷
で
あ
る
香
川
県
小
豆
島（
長
木
家
）で
は

普
段
食
べ
る
こ
と
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。一応
香
川

出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ん
餅
雑
煮
へ
の
関
心
や

憧
れ
が
年
々
募
っ
て
お
り
ま
す
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（長
木
）
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中国学園大学　現代生活学部　人間栄養学科　講師　古川愛子の若さと健康を保つ食生活を目指そう！　

錦海ソルトde塩キャラメルクッキー 錦海ソルトを使いクッキーを作りました。少し手前がかかる箇所がありますが、
そこが美味しくなるポイントです。是非作ってみてください。

当コーナーは、岡山県中央会が支援させていただいている食品関連事業者様の製品を、中国学園大学のアイデア協力によりレシピを作成しています。

作り方

くるみ………………45g
グラニュー糖………24g 
水……………………6g 
無塩バター…………90g 
グラニュー糖………52g 

卵……………………25g
　薄力粉……………95g 
　アーモンドパウダー…35g 
　塩…………………2g 
 

昔塩プレミアム（藻塩タイプ）
〈錦海ソルト株式会社〉  
昔塩プレミアムは岡山県内
で作った塩を原料とし、平釜
で煮詰めて仕上げたお塩で
す。フレーク結晶で、溶けや
すく素材に馴染みやすいの

が特徴です。海藻成分を含んだにがりを程よく含ませ
て仕上げているので、海藻の旨みでお料理やお漬物
の味が一層美味しく仕上がります。

 材 料   

① フライパンにグラニュー糖と水を入れ
　 火にかける。
② 砂糖が溶けたらローストしたくるみを
　 加え、カラメル化するまで加熱を続ける。
③ 出来上がったらオーブンシートに広げて
　 冷まし、刻む。
④ 柔らかくしたバターにグラニュー糖を
　 加えすり混ぜる。
⑤ 卵を3回に分けて加えその都度よく
　 混ぜる。
⑥ 合わせてふるっておいたAを加え切る
　 ようにさっくり混ぜる。
⑦ ナッツも加えて全体が均一になるまで
　 混ぜる。
⑧ ラップに包んで直径3cmくらいの棒状
　 に形成したら冷蔵庫で1時間休ませる。
⑨ 8mm程度に切り分け、180℃のオーブン
　 で約20分焼く。

人間栄養学科3年生私たちが
考えました！
私たちが

考えました！ 小山萌、柚木晴香
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催
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し
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連
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さ
い
。
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追
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Ｔ
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が
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こ
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で
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だ
け
子
供
の
様

子
を
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に
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け
ば
足
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る
よ
う
に
な
り
、
安
心
し
て
食
事
を

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
仕
事
の
場
面
だ
け
で
な

く
、
一
般
家
庭
に
も
Ｉ
Ｔ
導

入
が
進
み
、
子
育
て
が
効
率

化
さ
れ
て
楽
に
な
る
一
方

で
、
手
抜
き
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
他
の
事
柄
や
時
間
で

十
分
に
愛
情
を
注
げ
る
よ

う
気
を
つ
け
ね
ば
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。
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に
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り
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で
す
が
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は
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合
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が
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く
、
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化
事
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も
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で
、
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内
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に
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管
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③
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計
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、
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と
で
あ
る
。

〈
語
　
群
〉

ア
：
組
合
　
　
　
イ
：
完
成
品
の
販
路
　
ウ
：
委
託
先

エ
：
組
合
員
　
　
オ
：
見
込
み
　
　
　
　
カ
：
検
査

キ
：
内
部
牽
制
　
ク
：
発
注
先
　
　
　
　
ケ
：
予
約

　
本
年
度
も
12
月
に「
組
合
検
定
試
験
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  【
総
務
企
画
課
　
黒
木
】

組
合
検
定
試
験（
過
去
問
題
）に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

岡
山
県
中
小
企
業
組
合
士
会
理
事

　
　
　
　
　
　
　難
波 

永
治 

氏

中
小
企
業
組
合
士
コ
ー
ナ
ー
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岡山県中小企業会館
リニューアル工事完成間近

岡山県中央会晝田眞三会長
岡山県中央会利守忠義理事が
山陽新聞賞を受賞

今月のFOCUS
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